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カキ西条におけるはい珠の発育と受精能力について
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　　　　　　　　緒　　　　　言

　カキ西条では，放任，人工受粉いずれの場合にも富有
　　　　　　　　　　　　　　1）
より種子形成が劣ることを前報で明らかにした．すなわ

ち放任受粉の場合は，西条の花器が訪花昆虫による花粉

媒介上不都合な構造になっていることを原因の1つと考

えた．一方，人工受粉の場合は，受精果率は富有と同程

度まで高くなるものの，受精果1果当たりの種子数が少

なかった．この点については，柱頭への花粉付着量の相

違も富有と西条の種子形成に差を生ずる原因と考えられ

た．しかし，これ以外にも西条花柱内での禅寺丸花粉管

の伸長状況（交配親和性の程度）あるいは開花受粉時に

おけるはい珠の発育状況（不完全はい珠の割合）も関係

している可能性がある．

　そこで本実験では，西条および富有について開花に到

るまでのはい珠の発育経過を組織学的に調査し，両品種

の花柱または子房内物質を拡散させた人工発芽床での禅

寺丸花粉の発芽率および花粉管伸長状況も調査した．

　　　　　　　　材料および方法

　1981年に島根大学実験圃場栽檀の約19年生西条，約21

年生富有を各5樹，受粉樹として禅寺丸1樹を供試し
た．

　1）はい珠の発育経過

　5月11日（開花前約25日）より開花日の6月5日まで

1週間ごとに富有と西条それぞれ約10花蕾ずつを，でき

るだけ大きさを揃えて採取し，FAA液に固定した．固

定した試料はパラフィン法により，10μのはい珠縦断切
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片（1％酸性フクシン，O．1％ファーストグリーンニ重

染色）を作成し，顕微鏡で次の調査をした。

　（1）はい珠の縦径　（2）珠心，内珠皮，外珠皮，はいのう

母細胞の形成時期　（3）はいのう母細胞の分裂時期　（4）卵

細胞，助細胞，極核，反足細胞の形成時期（はいのうの

完成時期）　（5）開花時における不完全はい珠の割合（各

20～30花）．

　2）人工発芽床での禅寺丸花粉発芽率と花粉管伸長

　寒天1％，ショ糖25％の培地約5m4を流し込んだ内

径45mmのソヤーレの中央部に，両品種とも開花申の

花柱基部および子房申央部を切断したものそれぞれ3個

を切口を下にして突きさし，花柱と子房内物質を発芽床

へ拡散させた．24時間後に禅寺丸花粉を寒天発芽床上に

均等にばらまき，25oC，2時間後に花粉発芽率を調査

した’発芽率は1シャーレにつき顕微鏡10視野申の全花

粉数に対する発芽花粉数の割合を求め，各5シャーレの

平均で示した．調査花粉は花柱，子房を突きさした部分

から1cm以上離れた部分をコットン・ブルーで染色固

定して検鏡した．同様の方法で富有と西条の花柱，子房

内物質を拡散させた発芽床へ禅寺丸花粉を播き，2，

4，6および12時間後に花粉管長を測定した．

　　　　　　　　結　　　　　果

　1）富有および西条におけるはい珠の発育

　富有および西条における開花前約25日から開花時まで

のはい珠縦径の変化を示したのが第1図である．開花則

約25日の段階では，富有および西条のはい珠縦径はそれ

それ067mm037mmであり，西条のはい珠は形態
的に小さいだけでなく，発育ステージが遅れているもの

が多かった．その後開花前10日頃までは，両品種のはい
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富有および西条におけるはい珠の発育状況

珠縦径はほぼ平行的な変化を示したが，開花前約10日か

ら開花時までは富有のはい珠生長が鈍化しているのに対

し，西条のはい珠はそのまま急速な生長を示した．開

花時における富有と西条のはい珠縦径はそれぞれ1．79

mm，1．67mmで大きな差が認められなかった．なお，

富有および西条のはい珠縦径の分布をみると，西条にお

けるはい珠の発育の揃いが悪かった　開花削約10日にお

ける両品種のはい珠縦径分布を示すと，富有では1．4～

18mmであるのに対し，西条では06～16mmで，
西条におけるはい珠の発育不均一が顕著であった．開花

時においては，西条のはい珠縦径分布もかなり狭くなっ

た（第2図）．しかし，最も分布の多いはい珠縦径は両

品種とも16～20mmであるが，西条では12～16
mmに分布するものが約23％であるのに対し，富有で

は約4％で開花時になっても依然として西条では富有よ

りはい珠の発育不揃いが大きかった

　次に，富有および西条におけるはい珠の分化ならびに

はい珠縦径（㎜）
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　　　　　発育に伴う形態的な変化を観察した結果を第3～6図

　　　　　に示した．開花前約25日の両品種のはい珠縦断面をみ

　　　　　ると，第3図に示すようにすでに珠心および内，外珠

　　　　　皮の各器官が分化していた．しかし，富有では珠心が

　　　　　内珠皮に包み込まれた状態になっているのに対し，西

　　　　　条では珠心の基部に内珠皮がわずかに発達しているに

　　　　　過きなかった．開花則18日頃になると，両品種とも珠

　　　　　心のやや先端中央部にはいのう母細胞の形成が認めら

　　　　　れた（第4図）．その後開花前10日頃になると，はい

　　　　　珠の生長に伴い，はいのう母細胞は更に大きくなると

　　　　　同時にそめ輸廓が不明瞭になり，はいのう母細胞の分

　　　　　裂が進行していることが認められた（第5図）．この
6■5月／日　　　　　　　　　2）

　　　　　時期が傍島らの認める二大胞子細胞期ならびに四大胞

　　　　　子紬胞期への移行期と考えられた．

　　　　　開花則約4日の西条における珠心の状態を示したのが

　　　　第6図である．この頃には1卵細胞，2助細胞，2極核

　　　　ならびに3反足細胞を備えたはいのうが完成した．しか

　　　　し，すべてのはい珠が第6図の左（写真7）に示すよう

　　　　な完全なはいのうをもつものではなく，同図の右（写真

　　　　8）にみられるような極核，反足細胞が未分化のはいの

　　　　うをもつ不完全はい珠も多く認められた．このような不

　　　　完全はい珠の割合は富有で33．3％，西条では45．5％と西

　　　　条に不完全はい珠がやや多く認められた．

　　　　　2）人工発芽床での禅寺丸花粉発芽率と花粉管伸長

　　　　人工発芽床へ富有または西条の花柱，子房内物質を拡

　　　　散させた場合の禅寺丸花粉の発芽率を第7図に示した．

　　　寒天およびソヨ糖のみの発芽床では，同発芽率が284％

　　　　であるのに対し，花柱内物質を拡散させた発芽床での発

　　　芽率は西条で33．3％，富有で33．8％と，両品種の花柱内

　　　　物質を拡散させた発芽床ではやや発芽率が高まったもの

　　　　の，両品種間では差は認められなかった．同様に，子房

　　　　内物質を拡散させた発芽床での発芽率は，西条で391％

　　　　　　　富有で33．8％となり，西条の子房内物質を拡散

　　　　　　　　させた発芽床での発芽率がやや高いことが認め

　　　　　　　　られた．

14121086420　　02468101214
　　　　　　　　　　　はい珠個数

　第2図　開花時（6月5日）におけるはい珠の縦径分布

　次に，富有および西条の花柱または子房内物

質を拡散させた発芽床での禅寺丸花粉管伸長の

経時的変化をみたのが第8図である．禅寺丸花

粉置床後6時間目までの花粉管伸長状況はいず

れの発芽床でも大きな差は認められなかった．

しかし，12時間目になると両晶種の花柱または

子房内物質を拡散させた発芽床では花粉管伸長

が抑制された．とくに西条の花柱内物質を拡散

させた発芽床での花粉管伸長の抑制度が大き

く，次いで西条の子房内物質を拡散させた発芽

床での花粉管伸長が劣った．
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の到達が少ないことも西条の種子形成が劣る原因の1つ

と思われる．なお，カキにおいては交配不親和性の間題

はほとんどないが，受粉効果が受粉樹品種によって異な

るかどうかを検討する必要はあろう．

　以上のように，十分な受粉を行っても富有に比べて西

条の種子形成が劣る主原因は，受精不能な不完全はい珠

の割合が高いことと，西条の花柱や子房内での花粉管伸

長が劣り，受精の機会を失うはい珠が多いことにあると

思われる．

　　　　　　　　摘　　　　　要

　西条の種子形成力が劣る原因を明確にするために，種

子形成力の強い富有と比較しながら，開花までのはい珠

の発育を組織学的に調査した．また，種子形成に影響す

る要因として，両品種と禅寺丸との間に若干の交配親和

性の相違があることも考えられたので，両品種の花往と

子房内物質を拡散させた人工発芽床における禅寺丸花粉

の発芽率および花粉管伸長を調べた．

　1　開花目u25～20日における西条のはい珠縦径は富有

の約％で，はい珠の発育が富有より遅れていた．開花則

10日から開花時にかけて，富有のはい珠の発育が鈍化し

たのに対し，西条のはい珠は急速に発育した．

　2富有および西条ともに開花則25～20日頃には，珠

心，内珠皮および外珠皮の分化が認められた．西条のは

いのう形成過程は富有と変わりなく，開花則18～13日頃

には珠心部にはいのう母細胞が形成された．その後はい

のう母細胞が発達して，開花前4～3日頃には1卵細

胞，2助細胞，2極核および3反足細胞を備えたはいの

うが完成した．

　3．開花時における両晶種のはい珠の状態を観察した

ところ，極核および反足細胞の未分化はいのうをもつ不

完全はい珠が富有で33．3％，西条で45．5％認められた．

　4．両品種の花柱と子房内物質を拡散させた発芽床で

の禅寺丸花粉の発芽率と花粉管伸長をみたところ，発芽

率では晶種間に著しい差は認められなかった．しかし，

花粉置床後12時間目には西条の花柱，子房内物質を拡散

させた発芽床では花粉管伸長が富有の場合より抑制され

た．

　謝辞本研究を実施するにあたり，c助言と校閲を

していただいた本学部教授内藤隆次先生に心から謝意を
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were　m▽est1gated1n　the2cu1t1vars　　Po11ens　used．for　the　test　were　obtamed－from

ZenJ1maru，a　typ1ca1cu1t1var　of　pou1n1zer　for　thelm

1　The1ong1tud－ma1oyu1e　d－1a㎜eter1n　Sa1Jo　was　about　ha1f　as1much　as　m　Fuyu25to

20d．ays　before　b1oom　Howeマer，the　growth　of　o∀u1es1O　d－ays　before　b1oo岨to　bloo皿mg

t1岨e　was　rap1d．1n　Sa1〕o　as　co血pared．w1th　that　m　Fuyu

2　Each　of　nuce11us，1nner1ntegum．ent　and－outer　one　a1ready1n1t1ated－the　d－1fferent1at1on

25to20d．ays　before　b1oo皿1n　both　of　Sa1jo　and　Fuyu　S1nce　then，the2cu1t1∀ars　were

s1血11ar　m　the　t1m－e　course　of　embryo　d．e∀e1opment，1e，embryo　m－other　ceus　were　formed－

1n　the　port1on　of　nuce11us18to13days　before　b1ooIn　and　nor血a1e皿bryo　sac　w1t11an

egg　ce11，2synerg1d　ce11s，3ant1poda1ce11s　and．2po1ar　nuc1e1was　co血p1eted4to3

days　before　b1oon1

3　The　rate　of　abnorma1o∀u1es　w1th　non＿d．1fferent1ated．egg　ce11s　and－po1ar　nuc1e1

su岬eyed　at　b1oom1ng　t1血e　was　h1gher1n　Sa1〕o（455％）than1n　Fuyu（333％）
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4. The obvious differences between the 2 cultivars were not observed in the rates of 

pollen germination on agar media containing diffusates from style and ovary. The 

elongation of pollen tubes, however, was found to be inhibited more in Saijo than in Fuyu 

by the diffusates from these tissues 12 hrs after the pollens were sown on the media 


